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	テーマ　Ｎｏ．１　：　木橋の維持管理、補修に係わる技術

	【理　由】
防腐剤等による措置を行っても木材の耐久性に限界があるため更新頻度が多くなる。


	【条件等】
◇費用が安価な技術またはそれに変わる素材






	テーマ　Ｎｏ．２　：　路肩、歩車道ブロック際の除草が短時間・安価で対応できる技術

	【理　由】
地域対応による除草が困難な箇所が増えてきており省力化をしたい。


	【条件等】
◇少人数、施工時間の短縮が図れるもの






	テーマ　Ｎｏ．３　：　施設点検データベースの操作性向上

	【理　由】
点検表、写真データなどをブラウザ上で確認できる仕様にする。タブレット端末などでの直接入力が可能な仕様にする。


	【条件等】
◇管理面での事務手続きの簡素化が図れるもの










	テーマ　Ｎｏ．４　：　橋梁の効率的な点検技術

	求める技術と理由
	条件等

	［No.4-1］　小規模橋梁の点検に対応できる新技術の導入
【理　由】
小規模な橋梁しかなく点検などに新技術を導入したとしてもコスト削減につながる実感がわかない。人材が不足していく情勢のなかで小規模橋梁にも対応可能な技術の開発などを望む。
	◇小規模橋梁に対応可能なものであること
◇導入に際しコスト縮減が図れるもの


	［No.4-2］　点検車、高所作業車が必要な橋梁の点検技術
【理　由】
点検に手間がかかり高コストになる。

	◇極力費用が安価な技術
◇点検車、高所作業車に代わる技術（ドローン等）


	［No.4-3］　職員でも容易に点検可能なシステム
【理　由】
技術の継承が困難で職員点検により判定のばらつきが出る。

	◇極力費用が安価な技術
◇車道上から点検できる技術（非破壊点検等）
◇桁下空間約0.5mで点検できる技術


	［No.4-4］　小規模橋梁（5m程度）の効率的な点検
【理　由】
小規模橋梁が2,000橋近くあり点検にかなりの時間と労力、費用を要している。

	◇職員でも対応可能であること
◇点検時間が短縮されること
◇点検～診断までAIなどを使用することで効率的になること
◇安価であること
◇国の新様式及び県の新様式に対応していること

	［No.4-5］　ドローンを活用した新技術（益田市）
【理　由】
既存の市保有のドローンを用いてさらに効率的な直営点検を図りたい。

	◇既存の保有ドローンを活用できること
◇極力費用が安価な技術




	テーマ　Ｎｏ．４　：　橋梁の効率的な点検技術

	求める技術と理由
	条件等

	［No.4-6］　小規模橋梁の効率的な点検
【理　由】
iPad等のLiDAR機能を用いてさらに効率的な直営点検を図りたい。

	◇橋梁点検現場における手作業での損傷範囲計測記入やデジカメ撮影の労力を軽減できる技術
◇点検調書の作成の効率化やミスの防止が図れること


	［No.4-7］　写真撮影による劣化診断
【理　由】
橋長の短い橋（5m以下）については直営点検を行っているが、現地調査から調書作成まで負担が大きいため業務の効率化を図りたい。

	◇極力費用が安価な技術
◇写真より劣化状況を判断し調書に反映させる技術


	［No.4-8］　写真撮影による劣化診断
【理　由】
直営点検を行った際の点検作業の効率化を図りたい。

	◇写真により劣化判定できる技術


	［No.4-9］　点検における新技術の活用
【理　由】
点検における新技術では、例えばドローンの活用や画像診断があげられるが、実際のところ打音診断やはつりなどが必要なことがあり、画像診断ではかえって二度手間になるなどコスト減にならない。しかも、確度も高くない。
	◇従来法よりもコスト低減可能でありかつ確度が高い新技術











	テーマ　Ｎｏ．５　：　暗渠管内部の損傷状況を遠望から確認、点検する技術

	【理　由】
老朽化で陥没した暗渠管内について危険なため管内部に人が入ることができない。


	【条件等】
◇遠望から管路内を安全に確認、点検できる技術
◇極力費用が安価な技術






